
 

（２）富山県における地球温暖化の影響に関する調査研究 

－冷暖房デグリーデーの近未来予測－ 
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デグリーデーという指標を用いて、1961 年から 90 年、1990 年代、2000 年代及び 2030 年代

における冷暖房デグリーデー及び使用日数を推定し、住宅における冷暖房のエネルギー使用量を

簡易に計算した。温暖化に伴う気温上昇により、暖房デグリーデーが減少し、冷房デグリーデー

が増加することを確認した。また、エネルギー使用量は、暖房の減少が冷房の増加を上回り、冷

暖房合算で減少する結果となった。 

 

１ はじめに 

温暖化による影響を把握し、緩和策や適

応策に活用するため、当センターは、文部

科学省気候変動適応研究推進プログラム

（RECCA：2010～2014 年度）1)に参画し、海

洋研究開発機構等との連携により、2030年

代（近未来）における本県の気温上昇に伴

う熱中症指数の増加、平野部における降積

雪量の減少、春季の河川流量の増大期の早

期化等を解析し、公表してきた 2）。 

今回、気候が変化した将来においても、

民生部門における効果的な省エネ対策に資

するための基礎データとして、過去から近

未来にわたる冷暖房需要（デグリーデー）

の変化を把握し、冷暖房のエネルギー使用

量を簡易に計算したので報告する。 

 

２ 解析 

 2-1 デグリーデー 

デグリーデーは、冷暖房を必要とする基

準温度と日平均気温との差で表し、分野に

より多少計算方式が異なるが、本計算では、

理科年表(1992)3)に準拠し、冷房デグリーデ

ーは平均気温が基準温度（24℃）を上回っ

た積算量で表し、暖房デグリーデーは平均

気温が 10℃を下回ったときの基準温度

（14℃）との差の積算量で表す。なお、実

際の計算では日平均気温を用いる。 

2-2 データ 

過去から現在までについては、富山地方

気象台の観測データ 4)をそのまま用いて計

算した。また、近未来（2030年代）につい

ては、RECCA で作成した RCP8.5 シナリオ

の５つの予測モデル（CNRM-CM5,GFDL-CM3, 

HadGEM2-ES, MRI-CGCM, MIROC5）5)からダウ

ンスケーリング（空間解像度 4.5 ㎞）によ

り作成した富山市の 2030 年代の日平均気

温と、ERA-interim 6)を用いた 2000 年代の

現状再現計算により得られた日平均気温と

の差を計算し、疑似温暖化分として 2000 年

代の日々の観測データに加算したものから

計算した。 

なお、冷房デグリーデーは４月～10 月、

暖房デグリーデーは 10 月～５月の期間を

定めて解析した。 

 

2-3 冷暖房使用エネルギー 

デグリーデーを用いて、過去（1961-1990、

1990年代）、現在（2000年代）、近未来（2030

年代）における冷暖房によるエネルギー使

用量の変化を簡易に推定する。 

現在、政府のエネルギー基本計画 7)では、

2020年までにハウスメーカー等が新築する

注文戸建住宅の半数以上で、2030年までに

新築住宅の平均で ZEH（ネット・ゼロ・エ

ネルギー・ハウス）の実現を目指すとされ
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冷房のエネルギー使用量は、過去から現

在にかけては、夏の気温の上昇による増加

と住宅の省エネ化による減少が相殺するこ

とで大きな変化はみられない。一方で、現

在から近未来にかけては、夏の気温の上昇

による寄与が上回り、約 400kWh増加する結

果となった。 

また、暖房のエネルギー使用量は、過去

から現在にかけては約 16,000kWh、過去か

ら未来にかけては約 22,000kWhの減少とな

り、冬の気温の上昇と住宅の省エネ化によ

り冷房のエネルギー使用量の増加と比べて

大きく減少する結果となった。この結果よ

り、冷暖房のエネルギー消費量は減少する

と言える。 

なお、この結果は、住宅全体の温度を既

定の温度まで上げる（下げる）ためのエネ

ルギー使用量を計算したものであり、実際

のエネルギー使用量とは乖離があり、デー

タの扱いには注意が必要である。 

 

表２ 冷房のエネルギー使用量の変化 

年代 ⊿Ｅ 

1961-1990 － 

2000年代 -57 kWh 

2030年代 384 kWh 

 

表３ 暖房のエネルギー使用量の変化 

年代 ⊿Ｅ 

1961-1990 － 

2000年代 -16,242 kWh 

2030年代 -22,415 kWh 

 

４ まとめ 

 本県における冷暖房の使用によるエネル

ギー使用量をデグリーデーを用いて簡易に

推定した。 

現在（2000年代）から近未来（2030年代）

にかけて、冷房デグリーデーは約 1.7倍に

増加し、暖房デグリーデーは 3/4程度に減

少する。住宅の省エネ化を考慮したエネル

ギー使用量は、冷房のエネルギー使用量の

増加に対して、暖房のエネルギー使用量の

減少が大きく、冷暖房を合わせたエネルギ

ー使用量は減少する。 

 

５ 成果の活用 

当センターウェブページへの掲載や、環

境教育教材としての提供等を通じて、活用

を進める。 
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